
 

2017年 5月 10日 

報道機関関係者 各位 

  

報道関係者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より本学院の教育へご理解・ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

 

尚絅学院大学環境構想学科では「南三陸高台移転地での記念植樹祭ボランティア」の活動を

以下の通り実施致します。今回の学生ボランティア活動は、本校の教育方針である「他者と共

に生きる」精神を基に、環境構想学科の環境教育の学びや実践力を地域に還元するものです。 

記念植樹祭を行う「おちゃっこ広場」は、環境省主催のコンペに尚絅学院大学の学生と南三

陸町寄木韮の浜団地の住民、せんだい・ぞうプロジェクトのメンバーで応募した企画で、植木

協会賞をいただきました。今回は授与された植木 30本弱を企画した広場に植樹します。 

震災復興で移転してできた新しいコミュニティのくつろぎの場として企画した「おちゃっこ

広場」は、お茶の材料となる草木をはじめ、香りや、遊び、収穫も楽しめる植物を植える機会

を通して、新たなコミュニティづくりにつながる場となります。 

震災から 6 年が経過した東北の地で、移転先コミュニティにおける復興の取り組みにつきま

して、継続的な情報発信へのお力添えを頂きますよう宜しくお願いいたします。 

                    

                    記 

 

日時：2017年 5月 20（土） 

（9時ごろから 15時ごろまで滞在予定） 

 

住所：988-0462宮城県本吉郡南三陸町歌津字 

寄木５３－４４     

 

作業内容：30本ほどの植木の植樹と受賞記念 

プレートの設置 

              

参加者（予定）：環境構想学科 4年 2名、 

2年 1名、1年 3名、 

卒業生 2名、教員 2名 

 

 

お茶っこ広場で植物とともに新たなコミュニティを育む 

「南三陸高台移転地での記念植樹祭ボランティア」 
                       のお知らせ 

プレスリリース／取材のご案内 

＜問い合わせ＞ 

所属：尚絅学院大学 環境構想学科 

氏名：鳥羽 妙 

TEL: 090-7326-5441 

Email: t_toba@shokei.ac.jp 



至：花ひろば

桜植樹場所

「香りに包まれながらおちゃっこ したいね」

この意見がきっかけで、お茶やサシェに加工

出来るハーブやチャノキ、お菓子やジャムに

使える実がなる木など、香りのよいたくさん

の植物が挙げられました。

「花ひろばで育ったハーブや増えた球根を

植えたいね」「看板はみんなでデザインしよう

よ」「入口の道路は登り坂になっているから、

桜、ツツジ、フジと順番に楽しめるように配置

してみよう」などたくさんの声が集まりました。

3.11の津波被害を受けた寄木集落の一角に2014年4月、“香り

の灯台～はじまりの花ひろば～”がつくられました。

ここから、地域の人や学生、ボランティアの手

によってたくさんの香りが生まれました。仮設住

宅での生活を余儀なくされていた人たちが、外へ

出て土にまみれ、笑いあえる広場に育ちました。

2014年、待ちに待った高台の造成が完成し、二つの集落が一ヶ

所に集まった“寄木・韮の浜団地”となりました。“花ひろば”から

生まれた交流は、新しい集落となっても変わりません。寄贈され

た桜の苗木を“花ひろば”から続く道沿いに植樹したり、カキの養

殖作業ボランティアをしたりと、交流が幅広くおがって いきました。

育てた香りは、各家々のプランターに植えたり切り花にして届けられます。

ハーブはお茶やサシェなどの小物で、果実はおやつに。日々の手入れを通

して地域の人々が交流を深め、シーズンごとの手入れやイベントでは、より

多くの人が集い交流することができます。“おちゃっこ 広場”の香りは、寄木

や韮の浜から離れた人たちを呼び寄せるとともに、新しい地域の香りとなり、

子どもたちの故郷の香りとなることで長く愛されます。

①おちゃっこ

③かだる

②めんこい

企画団体：尚絅学院大学環境構想学科
共同企画団体：寄木・韮の浜おちゃっこくらぶ

寄木さくらの会
仙台ゾウ・プロジェクト

➀ はじまり

② みんなで新しい交流の場所を考える

③ 人と地域が香りでおがっていく

みんなで草取り

生活が落ち着いてきたころ、団地内の緑

地を交流の広場にしようという企画が立ち

上がりました。

「以前の自宅の庭のようにたくさんのお花

を植えたい」「子どもたちに植物を使った遊

びや利用方法を教えたい」などみんなの想

いが溢れ出ました。

① シャクナゲ‘フラグランティシマム’ 2

2 ヤマアジサイ‘ベニガク’ 3

3 ヤマアジサイ‘シチダンカ’ 3

4 カシワバアジサイ‘バックポーチ’ 3

5 アメリカノリノキ‘アナベル’ 3

6 コガクウツギ 3

7 ナツハゼ 5

8 ブルーベリー‘ブルージェ イ’ 5

9 ブルーベリー’サンライズ’ 5

10 ブルーベリー‘ブルーヘブン’ 5

11 バラ‘サニーノックアウト’ 3

12 バラ‘ダブルノックアウト’ 3

13 バラ‘オーキッドロマンス’ 3

14 サルナシ 2

15 ジャスミン 2

16 モッコウバラ 2

⑰ ハボタン 30

⑱ サギゴケ 50

⑲ ヒラドツツジ‘オオムラサキ’ 25

⑳ オオヤマツツジ‘ワカムラサキ’ 25

㉑ モチツツジ‘シデグルマ’ 25

㉒ ヒラドツツジ‘シュンセツ’ 25

23 ノダフジ 2

24 シロバナフジ 2

25 アカバナフジ 2

26 ヤエフジ 2

㉗ キンモクセイ 1

㉘ キャラボク 15

29 クチナシ（一重） 2

30 クロモジ 2

31 コウゾ 5

32 サンショ ウ 2

㉝ シャリンバイ 2

㉞ ジンチョ ウゲ 15

35 タイリンミツマタ 3

㊱ チャノキ 24

㊲ ツバキ‘紅乙女’ 1

38 ハマナス 20

39 フタエオシロイバナ 10

40 ライラック‘パリビン’ 1

41 ロウバイ 3

42 アネモネ 10

43 ギボウシ‘寒河江’ 10

44 ギボウシ‘文鳥香’ 10

45 クリスマスローズ‘糸ピコティ’ 15

46 クリスマスローズ‘オリエンタリス系ダブル’ 15

47 クロッカス 50

48 コキア 20

49 コスモス

50 シュウカイドウ 30

51 バーベナリギダ 100

52 スイセン‘タリア’ 50

53 スイセン‘ニホンズイセン‘ 50

54 スズラン 20

55 スノードロップ 20

56 ムスカリ 50

57 ユキノシタ‘ヒマラヤユキノシタ’ 20

58 ユリ‘オリエンタルハイブリッド’ 10

59 ユリ‘ローズリリー’ 10

60 ジャノヒゲ‘タマリュウ’ 500

61 ハーブ園（応募書類参照）

62 ラベンダー（イングリッシュ）‘アロマティコ’ 10

63 ラベンダー（フレンチ） 10

64 ラベンダー（デンタータ） 10

本数118 9 10

◆ハーブ園

◆花壇エリア・草本

◆花壇エリア・木本

◆フェ ンス

花の色No. 植物名
香りの時期（月）

1 2 3 4 5 126 7

◆シンボルツリー

◆花壇アジサイエリア

◆花壇バラ・ベリーエリア

◆パーゴラ

◆フェ ンス外生垣

表 植栽予定の植物

桜の植樹を終えて カキ養殖のボランティア

さらに環境にやさしいアイデアも盛

り込まれました。手入れも兼ねて周

辺の里山からみんなで木を切り出し、

東屋や枕木、ベンチを作ります。また、

香りのよい針葉樹のチップが震災復

興の過程で廃棄されるためアプロー

チに活用、落ち葉や刈草は堆肥化し、

南三陸ならではの牡蠣殻肥料も活用

することにしました。外灯や足元灯の

電力は手作りソーラーパネルと風車

で賄います。

集会場での意見交換

①おちゃっこ広場②めんこい広場

③かだる広場

※宮城の方言
おちゃっこ： お茶をする
おがる： 育つ、繁茂する
めんこい： かわいい
かだる： 話す、おしゃべりする

特に強い

強い

中位

弱

微弱

地域の人たちが、香る植物を使ったお茶を気軽に楽しめる広場
を企画しました。選定した植物は心地よい香りを漂わせ、収穫も
期待できます。四季折々の草花は、切り花としてはもちろん子供
たちは草木遊びを楽しみ、ハーブや果実はお茶会の茶葉やジャ
ム、サシェ作り、ポプリ作りに活用できます。香る植物を日々の生
活に取り入れ、地域全体に香りや彩りを拡散させます。環境に配
慮し、広場で使用する屋外灯はソーラーパネルや風車を利用した
り、震災復興で廃棄される針葉樹の木材チップをアプローチに活
用したり、地元南三陸の牡蠣殻を肥料として活用します。さらに、
以前受賞した“花ひろば”で育った草花や人々の繋がりによって、
これまでの寄木地区から、これからの寄木・韮の浜地区“おちゃっ
こ 広場”へと繋がり、おがって いきます。広場に設置する東屋や

手作りの看板を地域の人や学生、ボランティアが協力して作るこ
とによって、地縁的なつながりが強まります。

桜の苗木

※

※ ※

※

※


